
第５回中海及び境水道における漁業に関する 

鳥取・島根両県協議会について 

 

 

 

第５回中海及び境水道における漁業に関する鳥取・島根両県協議会が１０月

２５日（金）に松江市で開催され、中海及び境水道における漁業の取扱い等に

ついて協議を行いました。その概要を報告します。 

 

日 時：平成２５年１０月２５日（金） 午後２時から午後３時１０分まで 

場 所：松江テルサ 中会議室（島根県松江市朝日町） 

出席者：両県協議会委員、事務局等（裏面の一覧参照） 

 

概 要 

（１）中海及び境水道における漁業の取扱いについて 

①中海及び境水道における漁業の許可等に係る確認書第８条に規定する中

海で操業できない措置の取扱いについて 

小型機船底びき網漁業、機船船びき網漁業、すくい網漁業については、

中海の資源状況等を考慮し、期間を定めて、漁業の許可の制限又は条件に

より中海で操業できない措置を講じることとしており、その期間の延長に

ついては当協議会で協議し、両県がそれぞれ決定することとしているが、

今年度許可有効期間が満了(H25.10.31)する「さより機船船びき網漁業」に

ついて、中海での漁獲状況、漁業者からの聞き取り結果を参考に議論した

結果、許可の更新の日から両県とも中海で操業できない措置を３年間継続

することについて了解された。 

 

②ウナギの体長制限について〔説明：鳥取県〕 

鳥取県は平成２４年１２月１日から、全長３０センチ以下のウナギの採

捕を禁止する、鳥取県海区漁業調整委員会指示を行っていることを説明し

た。 

この措置によって、アサリ及びウナギの体長制限（サイズ）に関する公

的規制が統一された。 

 

（２）水産振興策について 

①中海におけるアサリ及びアカガイの養殖試験について〔説明：島根県〕 

・アサリの養殖試験（稚貝採取、養殖方法、移植放流）について 

・サルボウガイ（赤貝）の養殖試験（養殖方法、試験販売）について 

②中海水産資源生産力回復調査調査について〔説明：鳥取県〕 

・中海の造成浅場内の魚類の生息環境調査、竹林礁効果調査について 
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